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コードクローン

•コードクローンには4つのタイプがある [1]
• タイプ1(T1):

Ø空⽩とコメントの違いを除き, 構⽂的に同じコードフラグメント
• タイプ2(T2):

Øタイプ1のクローンの違いに加え, 識別⼦名とリテラル値の違いを除き,
構⽂的に同⼀のコードフラグメント

• タイプ3(T3):
Øタイプ1とタイプ2のクローンの違いに加え, ステートメントレベルで異なるが, 
構⽂的に類似したコードフラグメント

Øステートメントが追加/変更/ 削除されている
• タイプ4(T4):

Ø構⽂的に異なるが, 同じ機能を持っているコードフラグメント

•本研究はタイプ1〜3集中していく
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クローン系譜とは

• クローン系譜は, コードクローンの変更の履歴のことである[2]

• クローン系譜から, クローンの⾊々な情報（いつ発⽣したか, コードクロー
ンがどのように変更されたかなど）が得られる [3]
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図１:	クローン系譜の例



Git

•バージョン管理システムは2つの種類がある：
• 集中型バージョン管理システム

• Centralized Version Control System
• CVS, Subversionなど

• 分散型バージョン管理システム
• Distributed Version Control System
• Git, GNU ArchやMercurialなど

• GitはCVSとSVNのデータ格納⽅法が異なる[4]
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• CVSやSVNなどは図4の通りにデータを格納する
•各ファイルの変更がリポジトリに加える
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•図5はGitのデータ格納方法を表す
•スナップショットとしてデータを格納
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背景

•コードをコピーする時に, バグ伝搬を引き起こす可能性がある
•コードクローンを検出方法の一つはクローン系譜を使用する

[5]
•既存のクローン系譜抽出ツールはCVSやSVNからデータを受け
取る[2]
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背景

•現代, 多数のソフトウェアはGitをリポジトリとして使用して
いる [6]
• GitはCVSとSVNのデータ格納方法が異なり[4], 既存のクローン系
譜抽出ツールは対応していない可能性がある

•そのため, Gitに対応した新たなクローン系譜抽出ツールが作成
された
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目的

• Gitに対応したクローン系譜抽出ツールを評価する
• Gitに対応したツールを分析する
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関連研究

• CGE [5]
• コードクローンの進化を理解するために, クローン系譜の概念を提案
した

• gCad [7][8]
• 最新のクローン系譜抽出ツール
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アプローチ

1. 複数のプロジェクトを⽤いて, 正しく接続されている
コード⽚ペアの割合を計算する

2. 計算結果を⽤いて, 分析を実施する
• ランダムサンプリングも⾏う
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Swi&プロジェクトのデータを用いて

•接続済コード⽚/全体のコード⽚を計算
• 接続済コード⽚ : 48,721
• 全体のコード⽚ : 164,558

48721
164558 = 0.296

• 100件のコード⽚をランダムで選択し、正しく接続されている
かどうかを確認する
• 系譜の図が作成したが、分析がまだやっている中
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今後の予定

•分析を行う
•論文執筆の引き続き
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